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火災等発生時に、発生場所や状況をご確認いただけます。 ☎0180-995-911

飛
驒
の
里「
車
田
の
田
植
え
」

　

車
の
輪
の
よ
う

に
丸
く
植
え
て
い

く「
車く

る
ま

田だ

」の
田
植

え
を
行
い
ま
す
。

当
日
は
餅
の
振
る

舞
い
も
あ
り
ま
す
。

期
日

５
月
19
日
㈰

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

飛
驒
の
里（
上
岡
本
町
１
）

※
市
民
の
方
は
市
内
在
住
が
確
認
で

　

き
る
も
の
を
窓
口
で
掲
示
す
る
と

　

入
館
無
料
で
す
。

問
合

飛
驒
民
俗
村

         

☎
34-

４
７
１
１

飛
驒
高
山
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

　

国
内
外
で
活
躍
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
を
招
へ
い
す
る
ほ
か
、
フ
ー
ド
や
ド

リ
ン
ク
の
出
店
も
あ
り
ま
す
。

期
日

５
月
25
日
㈯

時
間

正
午
〜
午
前
０
時

場
所

飛
驒
の
里（
上
岡
本
町
１
）

※
入
場
に
は
、
チ
ケ
ッ
ト
が
必
要
と

　

な
り
、
飛
驒
高
山
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス

　

テ
ィ
バ
ル
公
式
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
か

　

ら
お
求
め
く
だ
さ
い
。

問
合

飛
驒
高
山
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ

　
　
　

バ
ル
実
行
委
員
会

　
　
　

☎
０
９
０-

５
０
６
５-

０
５
９
５

城
山
公
園
歴
史
散
策

〜
高
山
城
の
石
垣
痕
跡
を
探
訪
〜

　

飛
驒
国
領
主
金
森
公
が
16
年
の
歳

月
を
か
け
築
城
し
た
高
山
城
に
、
現

存
す
る
幾
つ
か
の
石
垣
と
そ
の
跡
に

つ
い
て
、
講
師
の
説
明
を
聞
き
な
が

ら
城
山
公
園
を
散
策
し
ま
す
。

期
日

５
月
26
日
㈰

時
間

午
前
10
時
〜
正
午（
午
前
９
時

　
　
　

45
分
ま
で
に
城
山
公
園
二
の

　
　
　

丸
公
園
に
集
合
）

講
師

田た

中な
か

彰あ
き
ら

さ
ん

　
　
　
（
市
史
編
纂
専
門
員
）

申
込

５
月
24
日
㈮
ま
で
に
TEL

※
小
雨
決
行
、
参
加
無
料
で
す
。

※
雨
の
程
度
に
よ
っ
て
は
講
師
に
よ

　

る
金
森
史
の
説
明
と
記
念
品
の
配

　

布
と
し
ま
す
。

問
合
（
一
財
）高
山
市
施
設
振
興
公
社

　
　
　

☎
32-

０
４
０
６

お
も
し
ろ
歴
史
教
室

　

高
山
陣
屋
で
の
体
験
型
歴
史
教
室

で
す
。
歴
史
の
舞
台
と
な
っ
た
現
場

で
楽
し
く
学
習
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
日

６
月
の
毎
週
土
曜
日

　
　

  

（
６
月
15
日
を
除
く
・
全
４
回
）

※
一
部
の
日
程
の
み
の
参
加
も
可

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

高
山
陣
屋（
八
軒
町
１
）

対
象

小
学
４
年
〜
６
年
生
の
児
童

　
　
　

と
そ
の
家
族

定
員

各
回
20
人（
先
着
順
）

参
加
料

無
料

申
込

５
月
28
日
㈫
ま
で
に
TEL
・
FAX

　
　

（
参
加
希
望
回
、氏
名
、学
校
名
、

　
　
　

学
年
、住
所
、電
話
番
号
を
明

　
　
　

記
）

問
合

高
山
陣
屋
管
理
事
務
所

　
　
　

☎
32-

０
６
４
３

　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
32-

０
６
１
２

第
47
回
み
ど
り
と
親
し
む
日

松
倉
山
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

　

６
月
第
１
日
曜
日
は
高
山
市
の「
み

ど
り
と
親
し
む
日
」で
あ
る
こ
と
か

ら
、
松
倉
山
ハ
イ
キ
ン
グ
を
行
い
ま

す
。

期
日

６
月
２
日
㈰

内
容

午
前
７
時
か
ら
11
時
ま
で
の

間
で
、
松
倉
遊
歩
道
か
ら
松

倉
山
山
頂
を
歩
い
た
先
着

３
０
０
世
帯
の
方
に
、
松
倉

シ
ン
ボ
ル
広
場
で
苗
木
を
配

布
し
ま
す
。
ま
た
、
緑
化
相

談
員
に
よ
る
苗
木
や
花
に
関

す
る「
緑
の
相
談
室
」も
開
設

し
ま
す
。

※
参
加
無
料
、
申
込
不
要

※
雨
天
の
場
合
は
９
日
に
延
期
し
ま

　

す
。
９
日
も
雨
天
の
場
合
は
中
止

　

し
、
代
わ
り
に
午
前
９
時
か
ら
正

　

午
ま
で
の
間
、
市
役
所
正
面
玄
関

　
（
元
高
山
警
察
署
側
）に
て
苗
木
を

　

無
料
配
布
し
ま
す
。

問
合

都
市
計
画
課

　
　
　

☎
35-

３
１
８
０

　

上
宝
町
岩
井
戸
は
付
近
の
山
中
に

岩
屋（
岩
宿
）が
あ
り
、
岩
宿
が
岩
井

戸
に
変
化
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
岩
屋
は
笠
ヶ
岳
を
再
興
し

槍
ヶ
岳
を
開
い
た
播
隆
上
人
が
修
行

し
た
場
所
で
す
。

　

岩
井
戸
の
川
原
に
近
い
と
こ
ろ
に

高
山
市
の
天
然
記
念
物
の
夫
婦
岩
が

あ
り
、
付
近
に
は
、
巨
大
な
れ
き
が

た
く
さ
ん
転
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
巨
大
れ
き
は
、
大
ま
か
に
山
裾

に
近
い
も
の
と
、
高
原
川
の
中
に

ま
で
転
が
っ
た
も
の
と
二
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
る
よ
う
で
す
。

　

高
原
川
の
川
筋
は
移
動
を
繰
り
返

し
た
の
で
し
ょ
う
。
夫
婦
岩
の
表
面

は
流
れ
る
他
の
れ
き
に
磨
か
れ
て
滑

ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
夫
婦
岩
の

脇
の
大
き
な
岩
に
は
、
社
が
ま
つ
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
巨
大
れ
き

は
、
尾
根
筋
の
高
み
か
ら
転
が
り
落

ち
た
も
の
で
、
落
下
す
る
様
子
は
壮

絶
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。

　

北
側
の
尾
根
を
見
る
と
、
中
腹
と

尾
根
筋
近
く
の
二
か
所
に
、
巨
大
れ

き
を
も
た
ら
し
た
岩
壁
が
見
え
ま

す
。
岩
盤
は
、
上
宝
火
砕
流
堆
積
物

と
呼
ば
れ
、
福
地
温
泉
近
く
で
64
万

年
前
に
活
動
し
た
火
山
の
大
規
模
な

火
砕
流
が
堆
積
し
た
も
の
で
す
。
高

温
の
火
砕
流
は
、
溶
け
た
状
態
に
近

い
火
山
灰
が
高
い
密
度
で
流
れ
ま

す
。
流
れ
が
止
ま
っ
て
堆
積
す
る
と

き
、
再
び
溶
け
合
っ
て
岩
盤
に
な
り

ま
す
。

　

高
温
の
岩
盤
は
冷
え
固
ま
る
時
に

収
縮
し
ま
す
。
す
る
と
、
岩
盤
の
内

部
に
は
互
い
に
引
っ
張
り
合
う
力
が

生
ま
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
垂
直
方
向

に
節
理
と
呼
ば
れ
る
規
則
的
な
割
れ

目
が
で
き
、
時
に
は
岩
石
が
割
れ
落

ち
て
し
ま
い
ま
す
。北
側
の
岩
壁
は
、

節
理
面
か
ら
外
側
の
岩
盤
が
崩
落
し

た
跡
な
の
で
し
ょ
う
。

　

中
腹
か
ら
落
ち
た
も
の
は
山
裾

に
、
尾
根
筋
近
く
か
ら
落
ち
た
も
の

は
高
原
川
ま
で
転
が
っ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

（
飛
驒
地
学
研
究
会　

直
井
幹
夫
）

岩
盤
か
ら
落
下
し
た
夫
婦
岩

飛
驒
山
脈
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想

ジ
オ
サ
イ
ト（
第
17
章
）

飛
驒
山
脈
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進

協
議
会

☎
０
５
７
８‒

８
４‒

０
０
３
８

問
合

新
緑
の
イ
ベ
ン
ト




